閲覧用
第８期河内長野市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画＜案＞に対するパブリックコメント意見一覧

【概要】

令和２年１２月２１日（月）～令和３年１月２０日（水）まで、市内の主な公共施設及び市ホームページにおいて公表し、第８期河内長野市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画＜案＞に対するパブリックコメントの意見募集を実施しましたところ、１人より６件の貴重なご意見をいただきました。

これらのご意見と、ご意見に対する市の考え方は下記のとおりです。
◆分類について
	変更
	ご意見を受けて計画（構想、指針、条例など）に変更を加えました。
	０件

	包含
	ご意見の趣旨等は計画（構想、指針、条例など）に含まれています。
	０件

	参考
	ご意見の趣旨等は計画（構想、指針、条例など）に含まれていますが、ご提案内容は今後の取り組みの参考等とすべきと考えます。
	６件

	その他
	ご意見につきましては、計画（構想、指針、条例など）に反映しないものとします。
	０件



市の考え方
	

	1
	参考
	108～110
	介護保険料は年金暮らしの高齢者の負担の限界を超えています。介護保険料をこれ以上の引上げをやめるべきです。
	第８期介護保険事業計画策定にあたり、高齢者の増加に伴う給付費の増加が見込まれ、保険料を上げざるを得ない状況です。それに対し介護給付費準備基金の全額充当を行い、保険料の上昇を抑え、また低所得者対策として実施している第１から第３段階の公費による保険料の軽減強化も継続して実施していく予定です。

	2
	参考
	110～111
	保険料の所得段階を細分化すると共に高額所得者には応分の負担を求める。（現行の13段階から可能であれば18段階と構成比を最高2.5～3.0まで）
	負担能力のある高所得者に応分負担を求めることで基準額を引き下げ、低所得者の負担を軽減するという考え方により、過去から多段階化の設定に取り組んでいるところです。引き続き適正な応分負担となるように府内市町村の状況等を把握しながら適宜検討をして参りたいと考えております。また、低所得者対策として実施しています第１から第３段階の公費による保険料の軽減強化は継続して実施していく予定です。

	3
	参考
	109
	昨年の介護保険特別会計は、約１億7千万円の黒字です。「基金」に積立てするのではなく、繰越金として介護保険料の軽減に充てて下さい。
	第7期計画中において介護給付費準備基金として約10億円の積立がございます。この基金は第8期計画の保険料を算定する上で、全額を充当し、保険料の上昇を抑えるよう努めております。

	4
	参考
	110
	新型コロナ減免制度を延長すること。及び生活に困っている人の介護保険料減免制度を拡充してください。
	新型コロナ減免制度につきましては、全額国負担の一律施策となっており、制度が延長されるかどうかは現在のところ国から示されておりません。

今後も、国の動向を見据え、負担軽減のための方策が講じられるよう引き続き国・府に要望してまいりたいと考えております。

また市独自の減免制度として、低所得者について、一定の要件のもと第1段階相当の保険料に減額し、負担の軽減を図っています。また現在第１から第３段階の公費による保険料の軽減強化を実施しており、今後も継続して実施していく予定です。

	5
	参考
	109
	介護保険制度の財源構造を現在の25％→元の50％に変更するよう国に要望して下さい。
	平成１２年度に介護保険制度が設立された際に社会保険方式が採用されました。その負担割合については介護保険法で定められています。国に対しては介護給付費負担金を定率とし、財政調整交付金については別枠で財源を確保するよう要望を行っているところです。

	6
	参考
	77
	今後、介護1～5の人でも総合事業の「B型サービス」の利用対象に出来るようになりましたが「総合事業」へ拡大しないよう協議して下さい。
	令和３年４月１日の介護保険法施行規則改正により、従前より総合事業のサービスを利用していた人については、要介護認定を受けた場合も、「訪問型サービスB事業」を継続して利用できることとなる予定ですが、これは本人の希望により使い慣れたサービスの継続利用を可能とするものですので、よろしくお願いします。
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